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気候変動の主な要因の一つとされる途上国での森林

減少、森林劣化からの温室効果ガスの排出を削減する

ため、「REDDプラス」という仕組み作りが国際的に進めら

れてきました。そして、2015年に気候変動枠組条約第21

回締約国会議で採択され、翌2016年に発効した「パリ協

定」において、REDDプラスが気候変動緩和策の一つとし

て重要であることが確認されました。我々は、途上国の

現場で何が起こっているのか、森林減少、森林林劣化を

抑制するために何が必要なのかということに正面から向

き合う必要があります。

REDD研究開発センターでは、現場での感覚とデータ

を大切にしながら、REDDプラスの実現に向けた技術的

な課題の解決に取り組んでいます。私たちは、研究と現

場との「橋渡し」の役割を担い、国内外でREDDプラスに

取り組む人たちに必要な技術と情報を発信しています。

これらの取組みを通して、途上国における森林の保全と

地域発展の両立、さらには地球規模での気候変動の緩

和に貢献していきます。

REDDプラス活動では、社会・環

境セーフガードへの適切な取組み

によって、活動による負の影響へ

の対処が求められます。そこで、

国・準国、プロジェクトなど様々なレ

ベルで、REDDプラス活動が社会や

環境に与える影響を分析し、リスク

評価手法の向上を目指します。

さ ら に R E D D プ ラ ス に か か る

セーフガードの実施事例を収集・分

析し、また現地調査を通して、効果

的なセーフガードへの取組みを提

案します。

REDDプラスの推進を担う

REDD+ REDD+ 21

違法に伐採された熱帯林

REDDプラスの実現に向けたアプローチ

REDDプラスの背景と現状

REDDプラスは、途上国が行う森林減少・森林劣化を抑制する取組みや森林保全等の活動により、大気中の

CO2 の削減させたことに対してインセンティブを与える気候変動対策の一つです。

このため、排出削減量の評価には科学的なアプローチによって森林炭素の変化量をモニタリングすることが求

められます。また、森林を保全するためのガバナンスを向上させることやREDDプラス活動の効果を損なうリスクを

回避するためのセーフガード（防止措置）に配慮することが、REDDプラスを成功させる重要な鍵となります。

森林減少・森林劣化による温室効果ガスの排出を削減する仕組みを作る

3つの方向からのアプローチ

森林からもたらされる恩恵とその価値を多くの人が認めるようになれば、森林の減少・劣化に歯止めがかか

り、それに伴い森林から排出される温室効果ガスも削減できると期待されます。

そうした良い循環を実現するためには、REDDプラスの仕組みが世界の人々から信頼され、その取り組みが広

く支持されるものでなければなりません。そこでREDD研究開発センターでは、多角的な視点から調査や研究開

発を進めるとともに、REDDプラスに関する情報を収集・分析し、これらの成果の普及啓発を通して、さまざまな主

体によるREDDプラス活動を支援していきます。

研究開発・情報分析・普及啓発を通して信頼の土台を築く

調査・研究開発

REDDプラスの活動は、気候変動枠組条約では、国・準国レベルでの活動が求められており、一方、二国間ク

レジット制度では、より小さな地域レベルの活動が想定されています。

そこで、削減目標の達成に向け、地域レベルの二国間クレジット制度によるREDDプラスの取組みの成果を、

他のスキームとの二重計上や過大評価することなく、国・準国レベルの排出削減量の一部として適切に位置づ

ける手法を開発します。

地域でのREDDプラス活動を国・準国レベルでの活動に位置づける手法

途上国の森林の状態や実務者

の実施能力に応じた信頼性のある

森林炭素蓄積量の計測技術とモニ

タリング手法の開発を進めます。

東南アジアや南米の森林におい

て、それぞれの森林の環境条件を

考慮し、実務者が効率的に実行可

能な地上調査と衛星データ解析手

法を開発し、信頼性に優れた計測

手法を提示します。

様々な環境での森林炭素モニタリング手法を開発

セーフガードへの効果的な取組みの提案
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研究開発センターの取組み

REDD+ REDD+ 43

二国間協力による調査研究

国際プロジェクトの展開

森林減少 ・劣化の原因と有効な対策、 森林炭素動態などを効率的に把握する手法は、 対象国の自然条

件や社会条件によって大きく異なります。 そこで、 各地の条件に応じた技術を開発するため、 ミャンマー、

ペルー、 カンボジアの３カ国で調査研究および技術開発を進めます。 これにより世界各国で適用できる手法

を開発し、 得られた成果を対象国と共有しています。

ペルーでの活動　～様々な環境での森林モニタリング手法を開発～

カンボジアでの活動　～長期交流を活かし、多角的な調査研究を推進～

南米 ・ペルーでは、 アンデス山脈による標高、

地形の違いや長い歴史の中での人間活動の影響を

受けて、 様々なタイプの森林が見られます。

REDD研究開発センターでは、 ペルーの森林野

生生物庁と共同で、 様々な環境に適用可能な森林

炭素モニタリング手法を開発しています。 特に、 高

標高域 （標高2,000〜3,000ｍ） に分布する樹木の

本数密度の低い山地林や、 人間活動により攪乱を

受けた二次林での炭素蓄積量を計測する手法の開

発は、 REDDプラスにおける森林劣化を評価する技

術につながります。

このため、 アンデス山脈で標高帯ごとに原生林と

二次林のバイオマス量の調査を行い、 リモートセン

シングによる森林タイプの分類とあわせて、 地域で

の森林炭素蓄積量を推定する手法の開発に取り組

んでいるところです。

　

カンボジアは、 モンスーンアジア特有の熱帯落葉林と常緑林が混在し、 生物多様性に富んだ国です。

REDD研究開発センターでは、 カンボジアの森林局および環境省と共同で、 リモートセンシング技術

により作成された森林分布図の信頼性を向上させるため、 その検証データセット構築を行うとともに、

社会経済調査を通した森林減少の要因解明 ・重視すべき環境社会セーフガードの要素の解明に取り組

んでいます。

そして、 このような共同研究の成果は、 REDDプラスの実施にかかわるカンボジアの政府機関をはじ

め、 日本を含む各国の国際機関やNPOの活動に活用されています。

　

ミャンマーでの活動～プロジェクトのモニタリング設計手法の開発～

現地機関との情報共有

現地で特徴的な立木密度の低い山地林

ドローンによる地上調査

現地機関でのセミナー

現地に広がる急峻な地形

国際連合食糧農業機関（FAO）の報告では、

ミャンマーの森林減少の面積は、 世界でも上

位に位置づけられており、 今後、 プロジェクト

レベルでREDDプラス活動が実施されていくこと

が想定されます。

REDD研究開発センターでは、 ミャンマー森

林局および森林研究所と共同で、 ミャンマー国

内の実情に合わせたプロジェクトレベルでの森

林炭素モニタリング手法の開発を進め、 このよ

うな取組を通して、 モニタリングシステムの設

計手順を示すことにより、 克服すべき問題点を

明らかにしていきます。

ミャンマーでは、 急峻な地形や道路整備の

遅れなどから、 森林へのアクセスが決して良く

ないこともあり、 モニタリングのための現地調

査のコストが高くなる恐れがあります。 REDD

研究開発センターでは、 低コストで信頼性のあ

る森林炭素モニタリングシステムの開発を目指

しており、 その成果は民間企業のREDDプラス

活動への参画を促進するものと期待されます。
現地での社会経済調査

森林総合研究所

ミャンマー連邦共和国

カンボジア王国

ペルー共和国
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REDD研究開発センターでは、私たちの研

究成果をREDDプラス活動の実施主体となる

民間事業体等に普及するとともに、REDDプ

ラスに対する関心層の拡大を図るために公

開の国際セミナーを国内で開催しています。

国連気候変動枠組条約気候変動枠組条約

締約国会議（UNFCCC COP）におけるREDD

プラス関係者等を対象にした海外ワーク

ショッフ゜として、COP開催期間中のサイドイ

ベント等を開催しています。

REDD研究開発センターでは、政策担当者や現

場技術者を対象とした技術解説書として、REDDプ

ラス・クックブックを刊行しました。REDDプラスの成

り立ちの経緯や基本的情報への理解を深める内容

をはじめ、森林炭素計測手法について簡潔な説明

文と豊富な図表とでわかりやすく解説しています。

さらに、現場技術者を対象にしたA５サイズの調

査マニュアルとして、REDDプラス・クックブック・ア

ネックスを発行しています。調査マニュアルでは、ト

ピックスを絞って、計測手法などをより具体的に解

説しており、REDDプラス活動の実務担当者のため

の教材として利用できるように作成されています。

これらは、REDD研究開発センターのウェブサイト

からもダウンロードできます。

http://redd.ffpri.affrc.go.jp/

REDD研究開発センターでは、国内外で発表さ

れるREDDプラスに関する情報を集約し、データ

ベース化を進めています。そこでは、インターネッ

ト上で公開されているものと、寄贈等でREDD研

究開発センターが保有するものについて、一覧

表を作成し公開しています（総収録件数：2095

件、平成29年2月末現在）。この文献リストには、

文献毎に主著者名、副著者名、タイトル、発行

年、掲載誌、巻・号・ページ番号、概要、コンテン
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共有するためのウェブサイトを運営しています。メール

マガジンも随時配信しています。
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REDD研究開発センター内に、REDDプラス
に関する情報提供や問い合わせの窓口を設
置しています。
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E-mail:redd-rd-center@ffpri.affrc.go.jp
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ベントを開催し、積極的に情報発信しながら関連機関との連携を強化します。また、REDDプラスに関する質問・

相談を受け付けるヘルプデスクを設置しています。さらに、研究成果の普及やREDDプラスに対する啓発のた

め、ウェブサイトとメールマガジンのほか、各種の資料を公開します。

研究開発センターの取組み
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化を図る際に必要となる情報を収集・分析します。これら

の情報および分析結果については、カントリーレポートに

取りまとめる他、REDD研究開発センターの研究・技術開

発において活用するとともに、公開セミナーやワーク
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